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昨年度までの成果と課題から、本年度は、目指す生徒の姿を「学びを拓いていく生徒」

とし、研究を進めていくこととした。「学びを拓いていく生徒」とは、①「各教科等の資

質・能力を身に付けていく生徒」と②「①を踏まえて、身に付けた資質・能力を他に生か

したり、新たに見いだした課題を解決しようとしたりしながら学び続けていく生徒」と、

捉えている。 

中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説の第１章総説には、「これからの時代を生き

る生徒は、予測困難な社会の変化に主体的に関わり、感性を豊かに働かせながら、どのよ

うな未来を創っていくのか、どのように社会や人生をよりよいものにしていくのかという

目的を自ら考え、自らの可能性を発揮し、よりよい社会と幸福な人生の創り手となる力を

身に付けられるようにすることが重要である」と示されている。 

このような力を育成するためには、中学校において、生徒が各教科等の「見方・考え方」

を働かせて、各教科等の資質・能力の育成につなげていくことが求められている。「見

方・考え方」そのものは資質・能力に含まれるものではないが、各教科等を学ぶ本質的な

意義の中核をなすものであり、各教科等の学習と社会とをつなぐものである。また、本校

では、学習の基盤となる資質・能力のうち、「問題発見・解決能力」が、生徒の生涯にわ

たる学びの基盤となるものと考え、研究の重点１を「問題発見・解決の過程において、各

教科等の『見方・考え方』を働かせることができるようにする」と据えた。 

各教科等で身に付けた資質・能力を他に生かしたり、新たに見いだした課題を解決しよ

うとしたりしながら学び続けていくことができるようにするためには、学習内容を人生や

社会の在り方と結び付けて深く理解するなど、生徒が各教科等の学習の有用性を認識して

いく必要がある。そこで、研究の重点２を「学んでいることや学んだことの意味や価値を

自覚することができるようにする」と据えた。「学んだこと」だけではなく、「学んでいる

こと」を付け加えたのは、単元や題材の学習において、「何のためにこの学習を行ってい

るのか、そこにはどのようなおもしろさや社会とのつながりがあるのか」などを、生徒が

自覚することで、学ぶことに興味や関心をもち、粘り強く取り組む中で、自己の学習を振

り返って、次につなげるなど、生涯にわたって学び続けることにつながるのではないかと

考えたためである。 

各教科等の「見方・考え方」を働かせて、資質・能力を身に付けていくことが「各教科

等の本質」であるとするならば、各教科等の枠を超えて、自ら「見方・考え方」を働かせ

て、物事を問い続けたり、追究したりして学び続けていくことを「学びの本質」と捉える。

そこで、「学びを拓いていく生徒」を育成するために、全校研究テーマを「学びの本質に

迫る学習の在り方」と据え、研究を進めていくこととした。 

（1） 問題発見・解決の過程において、各教科等の「見方・考え方」を働かせることが

できるようにする。                                （重点１） 

（2） 学んでいることや学んだことの意味や価値を自覚することができるようにする。 

（重点２） 

学びを拓いていく生徒 

学びの本質に迫る学習の在り方 

 



 

 

４ 各教科等での育成を目指す資質・能力と各教科等の研究テーマ  

各教科等の資質・能力を育成するため、本年度の各教科等の研究テーマを下記のように

決め出した。 

各教科等 各教科等で育成を目指す資質・能力 各教科等の研究テーマ 

国語 
国語で正確に理解し適切に表現する資

質・能力 

文章を読んで理解したことなどに基づい

て、自分の考えを形成する力を高める学習

の在り方 

社会 

広い視野に立ち、グローバル化する国

際社会に主体的に生きる平和で民主的

な国家及び社会の形成者に必要な公民

としての資質・能力の基礎 

社会的事象の意味や意義、特色や相互の関

連を多面的・多角的に考察する力を高める

学習の在り方 

数学 数学的に考える資質・能力 

数学を活用して事象を論理的に考察した

り、数量や図形などの性質を見いだし統合

的・発展的に考察したりする力を高める学

習の在り方 

理科 
自然の事物・現象を科学的に探究するた

めに必要な資質・能力 

観察、実験の結果を分析して、解釈する力

を高める学習の在り方 

音楽 
生活や社会の中の音や音楽、音楽文化と

豊かに関わる資質・能力 

音楽表現を創意工夫する力を高める学習の

在り方 

美術 
生活や社会の中の美術や美術文化と豊か

に関わる資質・能力 

主題を基に、発想し構想する力を高める学

習の在り方 

保健体育 

心と体を一体として捉え、生涯にわたっ

て心身の健康を保持増進し豊かなスポー

ツライフを実現するための資質・能力 

運動が有する特性や魅力に応じて、その楽

しさや喜びを味わおうとする力を高める学

習の在り方 

技術・ 

家庭 

よりよい生活の実現や持続可能な社会の

構築に向けて、生活を工夫し創造する資

質・能力 

(技術分野) 社会や生活課題について多面的

に検討し、最適な解決策を考える力を高め

る学習の在り方 

(家庭分野)生活事象を多角的に捉え、より

よい生活を営むために工夫する力を高める

学習の在り方 

英語 

簡単な情報や考えなどを理解したり表現

したり伝え合ったりするコミュニケーシ

ョンを図る資質・能力 

事実や考え、気持ちなどを伝え合う力を高

める学習の在り方 

道徳 よりよく生きるための基盤となる道徳性 
自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考

え、道徳的心情を育むための学習の在り方 

総合 
よりよく課題を解決し、自己の生き方を

考えていくための資質・能力 

自ら課題を設定する力を高める学習の在り

方 

特別活動 

様々な集団活動に自主的、実践的に取り

組み、互いのよさや可能性を発揮しなが

ら集団や自己の生活上の課題を解決する

ことを通して身に付ける資質・能力 

学校生活をよりよくするための課題を見い

だし、解決する力を高める学習の在り方 


